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追加型投信／海外／債券 

交付運用報告書 
 

第６期（決算日：2023年５月24日） 
作成対象期間（2022年５月25日～2023年５月24日） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受益者のみなさまへ 
 平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
 さて、「ＤＷＳ ユーロ・ハイ・イールド債券ファン
ド（年１回決算型）」は、2023年５月24日に第６期
の決算を行いました。当ファンドは、主としてユーロ
建の高利回り社債等を主要投資対象とし、インカム・
ゲインの獲得と信託財産の中長期的な成長を目指して
運用を行います。当期につきましてもそれに沿った運
用を行いました。ここに運用状況をご報告申し上げま
す。 
 今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し
上げます。 

ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社 
東京都千代田区永田町 2-11-1 山王パークタワー 
 
＜お問い合わせ先＞ 
電話番号：03-5156-5108 
受付時間：営業日の午前９時～午後５時 
 https://funds.dws.com/ja-jp/ 

 
＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせください。 

  
第６期末（2023年５月24日） 
Ｃコース（円ヘッジあり） 

基 準 価 額 10,030円 
純 資 産 総 額 153百万円 

第６期 
（2022年５月25日～2023年５月24日） 
騰 落 率 △0.6％ 
分 配 金 合 計 0円 

  
第６期末（2023年５月24日） 
Ｄコース（円ヘッジなし） 

基 準 価 額 11,349円 
純 資 産 総 額 50百万円 

第６期 
（2022年５月25日～2023年５月24日） 
騰 落 率 10.6％ 
分 配 金 合 計 0円 

 
（注）騰落率は収益分配金（税込み）を分配時に再投資

したものとみなして計算したものです。 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド 
（年１回決算型） 

 Ｃコース（円ヘッジあり）／Ｄコース（円ヘッジなし） 

○当ファンドは、投資信託約款において運用報告
書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法
によりご提供する旨を定めております。右記
＜お問い合わせ先＞ホームページの「トップ
ページ」→「ファンド情報」→「ファンド関連
情報」→「運用報告書一覧」のページにおいて
運用報告書（全体版）を閲覧及びダウンロード
することができます。 

※将来、ホームページの見直し等により、閲覧方
法が変更になる場合があります。 

○運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご
請求により交付されます。交付をご請求される
方は、販売会社までお問い合わせください。 
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運用経過 

 
【Ｃコース（円ヘッジあり）】 
■基準価額等の推移について （2022年５月25日～2023年５月24日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６期首：10,094円 
第６期末：10,030円（既払分配金（税込み）：0円） 
騰落率：△0.6％（分配金再投資ベース） 

 
（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー

マンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
■基準価額の主な変動要因 
 
 当ファンドは主として、ユーロ建の高利回り社債等を主要投資対象とし、インカム・ゲインの獲得と
信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。比較的良好な企業決算等を受けてリスク選好
の動きが強まり、欧州ハイ・イールド社債市場が上昇したことは、基準価額にプラスに働きました。一
方で、為替ヘッジコスト等はマイナス材料となり、基準価額は下落しました。 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｃコース（円ヘッジあり） 
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■１万口当たりの費用明細 
 

項     目 
当   期 

2022年５月25日～2023年５月24日 項 目 の 概 要 
金  額 比  率 

(a) 信 託 報 酬 117円 1.188％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
 ※期中の平均基準価額は9,866円です。 

（投 信 会 社） （ 49） （0.495） 委託した資金の運用等の対価 
（販 売 会 社） （ 65） （0.660） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド

の管理等の対価 
（受 託 会 社） （  3） （0.033） 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価 
(b) そ の 他 費 用 10  0.100  (b) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
（監査費用・印刷費用等） （ 10） （0.100） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や目論見書や運用報告書

の作成に係る費用等 
合     計 127  1.288   

（注）期中において発生した費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出
した結果です。なお、その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含
みます。 

（注）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
（注）監査費用・印刷費用等にはマイナス金利に係る費用等を含みます。 
 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｃコース（円ヘッジあり）
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（参考情報） 
 
○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 
 当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した経費率（年率）は1.73％です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （単位：％）

経費率（①＋②） 1.73 

①当ファンドの費用の比率 1.29 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.44 

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｃコース（円ヘッジあり） 
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■最近５年間の基準価額等の推移について （2018年５月24日～2023年５月24日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー

マンスを示すものです。ただし、設定以来の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 
 2018年５月24日 2019年５月24日 2020年５月25日 2021年５月24日 2022年５月24日 2023年５月24日 
基準価額 （円） 9,875 9,914 9,330 10,759 10,094 10,030 
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0 
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － 0.4 △5.9 15.3 △6.2 △0.6 
純資産総額 （百万円） 179 149 194 176 157 153 

 
●当ファンドは、ＤＷＳ ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンド（円）及びドイチェ・マネー・マザーファンド
に投資するファンド・オブ・ファンズです。ファンドの収益率を測る適切なインデックスが存在しないため、ベンチマーク及
び参考指数を設けておりません。 

 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｃコース（円ヘッジあり）
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運用経過 

 
【Ｄコース（円ヘッジなし）】 
■基準価額等の推移について （2022年５月25日～2023年５月24日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６期首：10,259円 
第６期末：11,349円（既払分配金（税込み）：0円） 
騰落率：10.6％（分配金再投資ベース） 

 
（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー

マンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
■基準価額の主な変動要因 
 
 当ファンドは主として、ユーロ建の高利回り社債等を主要投資対象とし、インカム・ゲインの獲得と
信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。比較的良好な企業決算等を受けてリスク選好
の動きが強まり、欧州ハイ・イールド社債市場が上昇したことは、基準価額にプラスに働きました。ま
た、円に対してユーロが上昇したことなども基準価額の上昇要因となりました。 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｄコース（円ヘッジなし） 
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■１万口当たりの費用明細 
 

項     目 
当   期 

2022年５月25日～2023年５月24日 項 目 の 概 要 
金  額 比  率 

(a) 信 託 報 酬 125円 1.188％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
 ※期中の平均基準価額は10,506円です。 

（投 信 会 社） （ 52） （0.495） 委託した資金の運用等の対価 
（販 売 会 社） （ 69） （0.660） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド

の管理等の対価 
（受 託 会 社） （  3） （0.033） 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価 
(b) そ の 他 費 用 10  0.098  (b) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
（監査費用・印刷費用等） （ 10） （0.098） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や目論見書や運用報告書

の作成に係る費用等 
合     計 135  1.286   

（注）期中において発生した費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出
した結果です。なお、その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含
みます。 

（注）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
（注）監査費用・印刷費用等にはマイナス金利に係る費用等を含みます。 
 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｄコース（円ヘッジなし）
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（参考情報） 
 
○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 
 当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した経費率（年率）は1.72％です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （単位：％）

経費率（①＋②） 1.72 

①当ファンドの費用の比率 1.29 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.43 

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｄコース（円ヘッジなし） 
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■最近５年間の基準価額等の推移について （2018年５月24日～2023年５月24日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー

マンスを示すものです。ただし、設定以来の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 
 2018年５月24日 2019年５月24日 2020年５月25日 2021年５月24日 2022年５月24日 2023年５月24日 
基準価額 （円） 9,592 9,125 8,239 10,706 10,259 11,349 
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0 
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － △4.9 △9.7 29.9 △4.2 10.6 
純資産総額 （百万円） 187 203 214 115 93 50 

 
●当ファンドは、ＤＷＳ ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンド（ユーロ）及びドイチェ・マネー・マザーファ
ンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。ファンドの収益率を測る適切なインデックスが存在しないため、ベンチマー
ク及び参考指数を設けておりません。 
 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｄコース（円ヘッジなし）
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型） 

■投資環境について （2022年５月25日～2023年５月24日） 
 当期では、主要な指標となるドイツの10年国債利回り（長期金利＊）は上昇しました（価格は下落）。
域内のインフレが高止まりする中、欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融引き締め姿勢を受けて、長期金利は
上昇しました。 
 欧州ハイ・イールド社債市場は、ＥＣＢの金融引き締めによる景気減速懸念や、金融セクターに対す
る不安が重石となった一方で、企業決算が比較的良好だったことや、米国の利上げ終了が近いとの見方
が広がったこと、中国の経済正常化等を受けて市場のリスク選好の動きが強まったことから、上昇しま
した。為替市場では、ユーロは対円で上昇しました。ＥＣＢの金融引き締めと日銀の金融緩和策継続に
伴う日欧の金利差拡大観測がユーロ高円安につながりました。 
 
■当該投資信託のポートフォリオについて （2022年５月25日～2023年５月24日） 
【Ｃコース（円ヘッジあり）】／【Ｄコース（円ヘッジなし）】 
 各ファンドでは当初の運用方針通り、主として、ユーロ建の高利回り社債等を主要投資対象とし、イ
ンカム・ゲインの獲得と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。 
 
（DWS ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンド） 
 国別では、フランス、イタリア、ドイツなどの配分を高めとしました。また、セクター別ではグロー
バルに展開している企業が多く見られる素材セクターのほか、ディフェンシブ性の高い電気通信サービ
スなどのセクターを高めの配分としました。また、企業ファンダメンタルズが良好な企業やバリュエー
ション面から投資妙味が高いと判断した銘柄を選択的に購入しました。相場が弱含んだ局面では割安感
の出てきた既発債を購入した一方、相場の上昇局面においては一部で利益を確定するなどの売却を行い
ました。魅力的な利回りで発行された新発債への投資も実施しました。 
 
（ドイチェ・マネー・マザーファンド） 
 主に円建の公社債及び短期有価証券等に投資を行い、安定した収益と流動性の確保を図ることを目的
として運用を行いました。具体的には、短期金融資産を中心に運用を行いました。 
 
■ベンチマークとの差異について （2022年５月25日～2023年５月24日） 
 当ファンドは運用の目標となるベンチマークや参考指数がないため、本項目は記載しておりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊金利：債券価格は金利変動の影響を受けます。一般的に金利が低下した場合には債券価格は上昇し、逆に金利が上昇した場合には債券価格は下
落する傾向があります。 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）

■分配金について 
【Ｃコース（円ヘッジあり）】 
 基準価額水準等を勘案して、分配は行わないことといたしました。なお、留保された収益金につきま
しては、当ファンドの運用の基本方針に基づき運用させていただきます。 
 
 【分配原資の内訳】 

（１万口当たり・税引前） 
 

 
当     期 

2022年５月25日～2023年５月24日 
当期分配金 －円 
（対基準価額比率） －％ 

 当期の収益 －  
 当期の収益以外 －  
翌期繰越分配対象額 6,501  
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金（税引前）と一致しない場合があります。 

 
【Ｄコース（円ヘッジなし）】 
 基準価額水準等を勘案して、分配は行わないことといたしました。なお、留保された収益金につきま
しては、当ファンドの運用の基本方針に基づき運用させていただきます。 
 
 【分配原資の内訳】 

（１万口当たり・税引前） 
 

 
当     期 

2022年５月25日～2023年５月24日 
当期分配金 －円 
（対基準価額比率） －％ 

 当期の収益 －  
 当期の収益以外 －  
翌期繰越分配対象額 3,744  
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金（税引前）と一致しない場合があります。 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型） 
 

今後の運用方針 
 
【Ｃコース（円ヘッジあり）】／【Ｄコース（円ヘッジなし）】 
 各ファンドでは引き続き当初の運用方針通り、ユーロ建の高利回り社債等を主要投資対象とし、イン
カム・ゲインの獲得と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 
 
（DWS ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンド） 
 欧州国債市場では、ＥＣＢはインフレ目標達成に対してコミットする姿勢を維持しており、追加利上
げが見込まれることから、金利には引き続き上昇圧力がかかると予想されます。一方で、金融セクター
に対する不透明感は継続しており、再び懸念が強まった場合や、利上げを受けた景気減速観測が強まっ
ていること等は金利低下要因になると見られます。欧州ハイ・イールド社債市場については、インフレ
動向や主要国の金融政策を巡る憶測、金融引き締めの景気への影響、企業業績見通し等は引き続き変動
要因とみられます。もっとも、投資家の利回りを求める需要は市場の支えとなることが期待されます。
今後の運用方針としましては、各企業のビジネスモデルや、バランスシート、バリュエーションに注目
し、銘柄を選別していく予定です。格付け別では、相対的な割安感が引き続き見られるＢ格を選好する
方針です。 
 
（ドイチェ・マネー・マザーファンド） 
 主に円建の公社債及び短期有価証券等に投資を行い、安定した収益と流動性の確保を図ることを目的
として運用を行います。信用力及び流動性の高いポートフォリオ運用を行うため、短期金融市場や国債
市場の動向を踏まえ組み入れを行う方針です。 
 

お知らせ 
 
 該当事項はございません。 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）
 

当ファンドの概要 
 
商 品 分 類         追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間         無期限 
運 用 方 針         インカム・ゲインの獲得と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

主 要 投 資 対 象         

当ファンド 

 
原則として、ルクセンブルグ籍外国投資信託であるＤ
ＷＳ ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・
ファンド及びドイチェ・マネー・マザーファンド受益
証券に投資を行うことを基本とします。 

ＤＷＳ ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・
マスター・ファンド 

 
ユーロ建の高利回り社債等を主要投資対象とします。 
 

ドイチェ・マネー・マザーファンド 
 
円建の公社債及び短期有価証券等を主要投資対象とし
ます。 

運 用 方 法         

 
主として、ユーロ建の高利回り社債等を主要投資対象とし、インカム・ゲインの獲得と信託財産の中
長期的な成長を目指して運用を行います。Ｃコース（円ヘッジあり）については、実質的な保有外貨
建資産について原則として対円での為替ヘッジを行うルクセンブルグ籍外国投資信託ＤＷＳ ユー
ロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンドに投資を行います。Ｄコース（円ヘッジなし）に
ついては、原則として実質的にユーロ建資産を保有するルクセンブルグ籍外国投資信託ＤＷＳ ユー
ロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンドに投資を行います。 
また、各コースは、ドイチェ・マネー・マザーファンド受益証券にも投資を行います。 

分 配 方 針         

 
毎決算時（原則として毎年５月24日。ただし、当該日が休業日の場合は翌営業日。）に、原則として
以下の方針に基づき分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費等控除後の繰越分を含めた配当等収益及び売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。 
②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準及び市況動向等を勘案して決定します。ただし、必ず分
配を行うものではありません。 
③留保益の運用については特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型） 
 

代表的な資産クラスとの騰落率の比較（2018年５月末～2023年４月末） 
 
【Ｃコース（円ヘッジあり）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（当該ファンドと他の代表的な資産クラスの平均騰落率、年間最大騰落率及び最小騰落率（％）） 
 
 当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債 

平均値 0.2 5.8 14.2 5.5 △0.4 2.7 1.8 
最大値 23.0 42.1 59.8 62.7 5.4 7.9 15.7 
最小値 △13.4 △16.0 △12.4 △19.4 △5.5 △6.1 △9.4 

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 
（注）上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。 

 
【Ｄコース（円ヘッジなし）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（当該ファンドと他の代表的な資産クラスの平均騰落率、年間最大騰落率及び最小騰落率（％）） 
 
 当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債 

平均値 2.1 5.8 14.2 5.5 △0.4 2.7 1.8 
最大値 33.1 42.1 59.8 62.7 5.4 7.9 15.7 
最小値 △15.4 △16.0 △12.4 △19.4 △5.5 △6.1 △9.4 

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 
（注）上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）

＊2018年５月～2023年４月の５年間における年間騰落率の平均・最大・最小を、他の代表的な資産クラスについ
て表示したものです。ただし、各ファンドの設定日は2017年11月17日であるため、年間騰落率は2018年11月以
降のものとなります。したがって、各ファンドと代表的な資産クラスとで比較対象期間が異なります。 
 
＊各資産クラスの指数 
日 本 株    ：ＴＯＰＩＸ（配当込み） 
先進国株：ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース） 
新興国株：ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（配当込み、円ベース） 
日本国債：ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債 
先進国債：ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース） 
新興国債：ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバ

ル・ダイバーシファイド（円ベース） 
（注）先進国株、新興国株、先進国債及び新興国債の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型） 

各資産クラスの指数について 
 
・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の指数値及びＴＯＰＩＸにかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総
研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の
算出、指数値の公表、利用等ＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸにかかる標
章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、ＴＯＰＩＸの指数値の算出また
は公表の誤謬、遅延または中断に対し、責任を負いません。 
 
・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス及びＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックスは、ＭＳＣ
Ｉインク（以下「ＭＳＣＩ」といいます。）が算出する指数です。同指数に関する著作権、知的財産
権その他一切の権利はＭＳＣＩに帰属します。また、ＭＳＣＩは同指数の内容を変更する権利及び公
表を停止する権利を有しています。 
 
・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社（以下
「ＮＦＲＣ」といいます。）が公表している指数で、その知的財産権その他一切の権利はＮＦＲＣに帰
属します。なお、ＮＦＲＣはＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩを用いて行われるドイチェ・アセット・マネジメ
ント株式会社の事業活動・サービスに関し一切の責任を負いません。 
 
・ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている指数
です。同指数に関する著作権、知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。 
 
・ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイ
バーシファイドは、JPMorgan Chase & Co.の子会社であるJ.P.Morgan Securities LLC（以下
「J.P.Morgan」といいます。）が算出する債券インデックスであり、その著作権及び知的所有権は同社
に帰属します。J.P.Morganは、ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・
マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド及びそのサブインデックスが参照される可能性のある、
または販売奨励の目的でＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マー
ケッツ・グローバル・ダイバーシファイド及びそのサブインデックスが使用される可能性のあるいか
なる商品についても、出資、保証、または奨励するものではありません。J.P.Morganは、証券投資全
般もしくは本商品そのものへの投資の適否またはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス
－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド及びそのサブインデックスが債券市
場一般のパフォーマンスに連動する能力に関して、何ら明示または黙示に、表明または保証するもの
ではありません。 
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ファンドデータ 

 
【Ｃコース（円ヘッジあり）】 
■当ファンドの組入資産の内容 
 ◆組入上位ファンド 

項                   目 
当 期 末 

2023年５月24日 
ＤＷＳ ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンド（円） 98.4％ 
ド イ チ ェ ・ マ ネ ー ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 0.0％ 

（注）組入比率は純資産総額に対する割合です。 
 
◆資産別配分 ◆国別配分 ◆通貨別配分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）比率は純資産総額に対する割合です。 
（注）端数処理の関係で合計が100％にならない場合があります。 

 
■純資産等 
 

項                   目 
当 期 末 

2023年５月24日 
純 資 産 総 額 153,430,664円 
受 益 権 総 口 数 152,976,111口 
１ 万 口 当 た り 基 準 価 額 10,030円 

当期中における追加設定元本額は5,312,344円、同解約元本額は8,273,151円です。 

 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｃコース（円ヘッジあり）
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【Ｄコース（円ヘッジなし）】 
■当ファンドの組入資産の内容 
 ◆組入上位ファンド 

項                   目 
当 期 末 

2023年５月24日 
ＤＷＳ ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンド（ユーロ） 98.6％ 
ド イ チ ェ ・ マ ネ ー ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 0.0％ 

（注）組入比率は純資産総額に対する割合です。 
 
◆資産別配分 ◆国別配分 ◆通貨別配分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）比率は純資産総額に対する割合です。 
（注）端数処理の関係で合計が100％にならない場合があります。 

 
■純資産等 
 

項                   目 
当 期 末 

2023年５月24日 
純 資 産 総 額 50,083,794円 
受 益 権 総 口 数 44,132,476口 
１ 万 口 当 た り 基 準 価 額 11,349円 

当期中における追加設定元本額は2,494,394円、同解約元本額は49,947,223円です。 

 

DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）Ｄコース（円ヘッジなし） 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）

■組入上位ファンドの概要 
 
ＤＷＳ ユーロ・ハイ・イールド・ボンド・マスター・ファンド（2022年１月１日～2022年12月31日） 

 
◆基準価額の推移 
 
 【円クラス】  【ユーロクラス】 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型） 

◆上位10銘柄 
 
 銘柄名 国名 通貨名 比率 
1 Telefonica Europe BV 2014/perpetual スペイン ユーロ 1.6％ 
2 Chemours Co. (MTN) 2018/2026 アメリカ ユーロ 1.1％ 
3 Nitrogenmuvek Vegyipari Zrt -Reg- (MTN) 2018/2025 ハンガリー ユーロ 0.9％ 
4 Rossini Sarl -Reg- (MTN) 2018/2025 イタリア ユーロ 0.9％ 
5 UniCredit SpA 2014/perpetual イタリア 米ドル 0.8％ 
6 Crown European Holdings SA -Reg- (MTN) 2015/2025 フランス ユーロ 0.8％ 
7 Electricite de France SA (MTN) 2014/perpetual フランス ユーロ 0.7％ 
8 Bayer AG 2022/2082 ドイツ ユーロ 0.7％ 
9 Kronos International, Inc. -Reg- (MTN) 2017/2025 アメリカ ユーロ 0.7％ 
10 DKT Finance ApS -Reg- (MTN) 2018/2023 デンマーク ユーロ 0.7％ 

組入銘柄数 353銘柄 
（注）比率は純資産総額に対する割合です。 
（注）全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。 
（注）転換社債の転換および新株予約権の行使等により取得した株式は除きます。 
 
◆資産別配分 ◆国別配分 ◆通貨別配分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）資産別配分の比率は、純資産総額に対する割合です。 
（注）国別配分、通貨別配分の比率は、ポートフォリオ部分に対する評価額の割合です。 
（注）端数処理の関係で合計が100％にならない場合があります。 

 
◆費用の明細 
 項目  
支払利息 △27,907.70ユーロ 
委託者報酬 △4,153,639.94 
保管費用 △28,591.11 
監査費用、弁護士費用 
及び印刷費用 △24,347.52 

申込税 △43,453.23 
その他費用 △503,579.51 

合計 △4,781,519.01 
（注）上記につきましては、「１万口当たり」でのデータ取得が困難なため、年間総額の表示とさせていただいております。 
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DWS ユーロ・ハイ・イールド債券ファンド（年１回決算型）

■組入上位ファンドの概要 
 

ドイチェ・マネー・マザーファンド（2022年３月23日～2023年３月20日） 
 
◆基準価額の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆上位10銘柄 
 
 銘柄名 クーポン 償還日 比率 
1 － － － － 

組入銘柄数 － 
  
 

 
◆資産別配分 ◆国別配分 ◆通貨別配分 
 
 
 
 
 
 
 
（注）比率は純資産総額に対する割合です。 
（注）端数処理の関係で合計が100％にならない場合があります。 
 
◆1万口当たりの費用明細 
 
 該当事項はございません。 
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■＜ご参考＞ 用語の解説 
 

用 語 内 容 

運 用 報 告 書 
投資信託がどのように運用され、その結果どうなったかを決算ごとに受益者
（投資家）に報告する説明書です。この中では基準価額、分配金の状況や今後
の運用方針などが詳しく説明されています。 

純 資 産 総 額 

投資信託は株式や公社債等の値動きのある有価証券に投資します。この有価
証券を時価で評価し、株式や公社債等から得られる配当金や利息等の収入を
加えた資産の総額から、ファンドの運用に必要な費用等を差し引いた金額の
ことです。 

収 益 分 配 金 

投資信託の決算が行われた際に受益者（投資家）に支払われる金銭を「分配
金」または「収益分配金」といいます。運用によって得た収益を分配するも
ので、株式の配当金に相当します。またファンドによっては分配金がその都
度支払われるタイプと分配金を再投資するタイプがあります。 

元 本 払 戻 金 
（ 特 別 分 配 金 ） 

受益者（投資家）が株式投資信託追加型の収益分配金を受取る際、収益分配
金落ち後の基準価額が当該受益者の個別元本を下回っている場合には、その
下回る部分の額は「元本の一部払戻しに相当する部分」として非課税扱いさ
れます。これを「元本払戻金（特別分配金）」といいます。 

基 準 価 額 

投資信託の値段のことです。投資信託に組み入れている株式や債券などをす
べて時価評価し、債券の利息や株式の配当金などの収入を加えて資産総額を
算出します。そこからファンドの運用に必要な費用などを差し引いて純資産
総額を算出し、さらにその時の受益権口数で割ったものが「基準価額」であ
り、毎日算出されています。 

信 託 報 酬 

投資信託の運用・管理にかかる費用のことです。信託財産の中から運用会
社・信託銀行・証券会社など販売会社へ間接的に支払われます。その割合お
よび額は目論見書や運用報告書の運用管理費用（信託報酬）の項目に記載さ
れています。 

騰 落 率 

投資信託の過去の運用実績（基準価額の推移の動向）を示すもので、基準価
額の変動と支払われた分配金を組み合わせて算出します。ある一定期間中に
投資信託の価値がどれだけ変化しているかを表します。例えば過去３ヶ月、
６ヶ月、１年等、一定期間に基準価額がどの程度値上がり（または値下が
り）したのかを表しています。 

 
出所：一般社団法人投資信託協会等 
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■MEMO 
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ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社 
東京都千代田区永田町 2-11-1 山王パークタワー 
 
＜お問い合わせ先＞ 
電話番号：03-5156-5108 
受付時間：営業日の午前９時～午後５時 
 https://funds.dws.com/ja-jp/ 

 
＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせください。 


